
講
義
・演
習
と
先
進
農
家
に
学
ぶ
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令
和
５
年
度
の
受
講
生
は
、
「
経
営
革
新
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」
が
６
名
、
「
経
営
強
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」
が

４
名
で
あ
り
、
大
規
模
な
担
い
手
の
後
継
者
や
農
業
法
人

の
幹
部
候
補
な
ど
３
０
代
か
ら
４
０
代
の
若
手
農
業
者
が

大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
受
講
料
に
つ
い
て
は
、
機

構
が
国
や
石
川
県
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
い

ず
れ
の
研
修
も
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費
負
担
は
あ

り
。
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
講
座
は
、
受
講
者
が
集
合
し
て
行
わ
れ
る
講

義
・演
習
と
先
進
的
な
農
業
経
営
の
視
察
（１
回
）で
構
成

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

担
い
手
向
け
の
経
営
強
化
等
の
講
座

就
農
等
希
望
者
か
ら
担
い
手
ま
で
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
修
を
行
う
「
い
し
か
わ

耕
稼
塾
」を
運
営
し
て
い
る
。

担
い
手
向
け
に
は
経
営
戦
略
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
作
成
等
の
講
座
、
財
務
管
理
や
人
材
育

成
・労
務
管
理
等
の
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
就
農
等
希
望
者
向
け
に
は
栽
培
技

術
な
ど
の
受
講
生
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
段
階

別
の
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

現
役
農
業
者
向
け
に
は
、
受
講
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
経
営
革
新
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
材

確
保
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
テ
ー
マ
別
に
７
つ
の
講
座

を
実
施
し
て
い
る
。

農
業
者
の
発
展
段
階
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
受
講
す
る
こ
と

が
可
能
で
、
座
学
、
演
習
、
実
習
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
５
７
年
９
月
に
中
核
農
家
へ
の
支
援
、
担
い
手
の
確

保
に
取
組
む
た
め
（
財
）
石
川
県
農
業
振
興
担
い
手
育
成

基
金
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
２
１
年
４
月
、
石
川
県
が

策
定
し
た
「
い
し
か
わ
の
農
業
人
材
育
成
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
幅
広
い
農
業
人
材
の
育
成
・
確
保
、
経
営
の
多
角
化

な
ど
農
業
支
援
に
関
す
る
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
（
財
）
い
し
か
わ
農
業
人
材
機
構
に
改
組
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
平
成
２
６
年
７
月
に
は
、
人
材
育
成
・
確
保
に

加
え
、
農
業
参
入
支
援
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
、
農
地
中
間
管

理
事
業
、
他
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
収
益
性
向
上
事
業
を

新
た
に
設
け
、
農
地
の
斡
旋
・
確
保
、
経
営
の
効
率
化
ま
で

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
農
業
の
総
合
窓
口
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

次
代
を
担
う
経
営
者
を
対
象
に

７
つ
の
講
座
の
う
ち
経
営
強
化
に
力
点
を
置
い
た
講
座

は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
若
手

農
業
者
を
主
な
対
象
と
し
た
「
経
営
革
新
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
（
定
員
１
０
名
）
」
と
従
業
員
が
い
る
又
は
雇
用
を

検
討
し
て
い
る
農
業
者
等
を
対
象
と
し
た
「
経
営
強
化

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
（
定
員
１
０
名
）
」
が
あ
る
。
両
講

座
と
も
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
月
１
～
２
回
程
度
、
各

回
３
時
間
程
度
の
講
義
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
全
１
６

回
、
後
者
は
全
１
０
回
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
講
座
を
受
講
す
る
た
め
に
は
、
石
川
県
の

出
先
機
関
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
農
業
者
で
あ
る
こ
と

が
基
準
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
機
構
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
県
普

及
指
導
員
Ｏ
Ｂ
で
、
県
の
出
先
機
関
の
管
轄
ご
と
に
１
名

配
置
）
や
普
及
指
導
員
が
農
業
経
営
者
、
後
継
者
や
農
業

法
人
幹
部
に
対
し
て
受
講
を
勧
奨
す
る
こ
と
で
応
募
し
て

く
る
こ
と
が
多
い
。

担い手向けの経営強化等のテーマ別講座

経営革新スキルアップコース
ビジネスプラン等作成により企業的経営感覚を養う

経営強化マネジメントコース
財務管理や雇用の高度なマネジメント手法を学ぶ

多様な人材確保コース
新規学卒者採用や外国人材活用について学ぶ

女性農業者活躍セミナー
女性の特性を活かした販売手法や商談スキルを学ぶ

石川型スマート農業実践研修
ドローン等の操作やトヨタの「カイゼン」を学ぶ

６次産業化研修
６次産業化の知識や商品開発のノウハウを学ぶ

需要対応型野菜づくり研修
市場ニーズに合った野菜生産・出荷方法を学ぶ

経
営
の
質
の
向
上

収
益
性
の
向
上



さ
れ
て
お
り
、
経
営
や
人
事
労
務
の
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
の
専
門
家
が
講
師
を
担
当
し
て
お
り
、
各
講
座
の
具
体

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
「
経
営
革
新
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」

企
業
的
経
営
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
経

営
管
理
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
、
ス
マ
ー
ト
農
業
活
用
等
）

及
び
財
務
管
理
（
経
営
分
析
、
原
価
計
算
等
）
を
中
心
と
し
た

講
座
の
ほ
か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
）

や
地
域
と
農
村
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
事
例
に
基
づ
く
演
習
が
多
く
行
わ
れ
る
。

特
に
、
経
営
管
理
の
講
義
で
は
、
受
講
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
講
師
か
ら
指
導
を
受
け
、
検
討
を
深
め
た

上
で
発
表
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
実
践
的
な

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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な
が
ら
、
週
１
回
５
時
間
程
度
、
基
礎
的
な
技
術
・
知

識
を
学
ぶ
研
修
）
・
②
本
科
（
次
年
度
の
就
農
に
向
け
て
、

週
５
日
全
日
制
で
、
品
目
ご
と
の
栽
培
管
理
・
経
営
の

基
礎
を
学
ぶ
研
修
）
・
③
専
科
（
自
分
で
決
め
た
ペ
ー
ス

で
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
模
擬
経
営
を
行
い
、
経
営
感

覚
を
養
う
研
修
）
の
３
講
座
が
あ
る
。

一
方
、
農
業
経
験
の
浅
い
又
は
農
業
教
育
を
受
け
て

い
な
い
農
家
子
弟
等
に
は
、
④
実
践
科
（
品
目
別
の
基

礎
知
識
・
栽
培
技
術
を
月
２
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ

研
修
）
を
設
け
て
お
り
、
受
講
者
の
農
業
経
験
や
知
識

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
に
は
、
年
齢
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
受
講

希
望
者
自
身
で
農
業
経
験
レ
ベ
ル
を
勘
案
し
て
、
い
ず
れ
か

の
研
修
を
選
択
し
て
応
募
し
、
機
構
が
入
塾
申
込
書
と
作
文

の
審
査
及
び
面
接
に
よ
る
選
考
を
行
っ
て
受
講
者
を
決
定
し

て
い
る
。
令
和
５
年
度
の
受
講
者
数
は
合
計
４
４
人
と
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
職
業
の
者
が
受
講
し
て
い
る
。

就
農
希
望
者
を
育
成
す
る
段
階
別
研
修

こ
う
し
た
農
業
者
を
対
象
と
し
た
講
座
以
外
に
も
、
就
農

希
望
者
や
農
業
経
験
の
浅
い
者
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
の

講
座
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

就
農
希
望
者
向
け
に
は
、
①
予
科
（
他
の
職
で
働
き

②
「
経
営
強
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人

が
育
ち
定
着
す
る
組
織
づ
く
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（コ
ー
チ

ン
グ
ス
キ
ル
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
等
）、
問
題
解
決
的
思
考

法
、
採
用
力
向
上
及
び
労
務
管
理
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
財
務
管
理
や
先
進
的
な
農
業
経
営

の
視
察
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
い
る
。

進
化
し
続
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

機
構
が
企
画
・運
営
し
て
い
る
講
座
は
、
講
義
後
に
提
出
さ

れ
る
振
り
返
り
シ
ー
ト
で
受
講
者
の
反
応
や
要
望
を
把
握
し

て
い
る
ほ
か
、
卒
塾
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
と
し
て

行
っ
て
い
る
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
担
当
地
域
の
巡

回
時
に
も
意
見
等
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
受
講
者
に
は
当
県
農
業
法
人
協
会
の

会
員
も
多
く
、
機
構
が
事
務
局
を
し
て
い
る
県
農
業
法
人
協

会
の
役
員
や
卒
塾
し
た
会
員
に
も
意
見
を
聞
い
て
お
り
、
こ

う
し
た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
受
講
者
が
出
席
し
や
す
い
夜
間

講
座
、
人
材
確
保
コ
ー
ス
の
新
設
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

な
ど
、
経
営
力
強
化
等
に
向
け
た
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
進
化
を
続
け
て
い
る
。

受講者によるビジネスプランの発表

新規就農者研修の構成

就農に向けた研修 →→→→ 定着に向けた研修

①予科
（週１日、１年間）
働きながら基礎的
技術や知識を学ぶ

②本科
（全日制、１年間）
就農に向け品目ご
との経営の基礎を
学ぶ

③専科
（毎日、１～２年間）
独立就農に向け
模擬経営を行う

就
農

④実践科
（毎月2回、1年間）
就農後の定着
に向けて栽培
技術等を学ぶ



ま
た
、
家
族
だ
け
の
個
人
経
営
か
ら
多
数
の
従
業
員
が
い

る
大
規
模
法
人
経
営
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
人
材
や
育
成

方
法
も
異
な
る
た
め
、
定
型
的
な
育
成
は
難
し
い
。

こ
の
た
め
、
経
営
体
内
部
で
の
人
材
育
成
だ
け
で
な
く
、
他

産
業
に
お
け
る
一
般
的
な
人
材
育
成
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
業
の
活

用
や
士
業
等
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
経
営
全
体
に

生
か
せ
る
よ
う
な
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

公益財団法人 いしかわ農業総合支援機構

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

石川県金沢市鞍月２‐２０
石川県地場産業振興センター新館４階

理事長 馳 浩

１９８２年９月

５０１百万円

常勤役員２名、正社員２４名、パート５名

石川県の農業・農村の振興と豊かな地域社会づくり
に寄与する。

経営理念

農村資源に関する相談及び情報提供、農業人材
を育成・確保、農業経営の発展等の支援、農産
物の生産等の支援、担い手への農地集積などの
事業

事業内容
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関
係
機
関
と
連
携
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

令
和
４
年
度
に
就
農
希
望
者
向
け
講
座
を
卒
業
し
た

３
１
名
は
、
独
立
就
農
１
８
名
、
雇
用
就
農
５
名
、
副
業

農
家
８
名
と
な
っ
て
お
り
、
研
修
中
か
ら
、
就
農
場
所

の
選
定
や
農
地
取
得
の
相
談
、
産
地(

Ｊ
Ａ
部
会
等)

や

有
力
農
家
へ
の
紹
介
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、

研
修
中
に
お
け
る
技
術
・
知
識
の
習
得
状
況
や
受
講
生

の
性
格
な
ど
か
ら
適
切
な
就
農
形
態
を
助
言
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
受
講
生
の
特
性
に
あ
っ
た
形

で
就
農
で
き
て
い
る
。

活躍する卒塾生

天光浩昭さん

石川県金沢市

野菜経営（トマト）

就農を考え始めた頃か

ら、時折、友人の田畑で

農作業を手伝っていた

のですが、一度しっかり

と学んだ方がいいと助言

され、「いしかわ耕稼塾（本科）」に通いました。

技術やノウハウだけでなく、講師や県農林事務所の職員、塾ＯＢ

の農家など、今後の財産となる人とのつながりを得られたことが有

意義でした。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

農
業
経
営
人
材
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
労
務
管
理
・
人
材
育
成
の
知
識
、
課
題
解
決
力
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
能
力
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

造
と
あ
わ
せ
て
自
ら
の
経
営
が
地
域
で
ど
う
貢
献
し
て
い

く
か
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

多
く
の
農
業
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
経
費
よ
り
も
時
間

や
労
力
に
余
裕
が
な
い
た
め
、
人
材
育
成
に
対
す
る

意
識
を
持
っ
て
い
て
も
実
行
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

大
規
模
な
経
営
で
従
業
員
が
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も

人
材
育
成
に
対
す
る
関
心
は
高
い
が
、
従
業
員
の
将
来
の

姿
を
描
き
、
計
画
的
に
育
成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
自
ら
の
経
営
の
労
働

力
や
機
械
等
の
経
営
資
源
の
余
力
が
把
握
で
き
て
い
な
け

れ
ば
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
も
難
し
い
の
で
、
ま

ず
は
そ
こ
か
ら
始
め
て
み
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
機
構
の
講
座
を
受
講
し
た
者
に
対
し
て
、
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
定
期
的
に
巡
回
訪
問
し
て
相
談
に
乗
る
ほ
か
、

就
農
希
望
者
で
助
成
金
を
活
用
し
て
い
る
場
合
は
半
年
に
１

度
、
就
農
状
況
報
告
に
よ
り
経
営
状
況
を
把
握
の
う
え
、
関
係

機
関
と
も
連
携
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
修
中
の
支
援
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
が

構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
独
立
就
農
し
た
後
に

３
年
を
超
え
て
農
業
経
営
を
継
続
し
て
い
る
者
の
割
合

は
８
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
。



公
益
社
団
法
人
に
よ
る
取
組
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公
益
社
団
法
人

ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構

県
内
農
業
を
牽
引
で
き
る
経
営
感
覚
に
優
れ
た

農
業
経
営
者
向
け
研
修

（
兵
庫
県
）



専
門
家
に
よ
る
現
地
で
の
経
営
状
況

カ
ル
テ
作
成
指
導
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農
業
情
勢
・経
営
計
画
作
成
・経
営
方
針
・事
業
戦
略
・経

営
者
哲
学
・労
務
管
理
・財
務
管
理
・資
金
管
理
・マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・ス
マ
ー
ト
農
業
・現
地
指
導
・現
地

視
察
の
１
３
科
目
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
受
講
料
は
１
人
あ

た
り
５
万
円
で
あ
る
。
１
科
目
あ
た
り
１
回
の
講
義
と
な
っ
て

お
り
、
全
１
３
回
講
義
は
、
（講
義
１
０
回
、
受
講
生
の
企
業

な
ど
を
訪
問
す
る
現
地
個
別
訪
問
・指
導
２
回
、
受
講
生
の

現
地
視
察
１
回
）で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

人
材
育
成
に
関
す
る
主
な
取
組

人
材
育
成
に
取
り
組
む
背
景
・
目
的

高
度
な
経
営
能
力
を
兼
ね
備
え
た
経
営
者
育
成

農
業
経
営
改
善
計
画
の
目
標
が
達
成
で

き
る
よ
う
、
加
工
や
直
売
な
ど
の
多
角

化
や
収
益
力
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
経
営
の
高
度
化
と
企
業
的
経
営
管

理
能
力
を
高
め
る
「
ひ
ょ
う
ご
農
業
Ｍ
Ｂ

Ａ
塾
」
を
運
営
し
、
地
域
農
業
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
農
業
経
営
体
の
育
成
を

支
援
し
て
い
る
。

地
域
の
農
業
経
営
モ
デ
ル
と
し
て
牽
引
役
に
な
れ
る
企
業

的
感
覚
に
富
む
農
業
経
営
体
を
養
成
す
る
た
め
、
経
営
計
画

作
成
を
メ
イ
ン
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
労
務
・財
務
管
理
等

を
学
び
、
経
営
改
善
計
画
を
達
成
で
き
る
よ
う
農
業
経
営

を
専
門
と
し
た
人
材
養
成
塾
「ひ
ょ
う
ご
農
業
Ｍ
Ｂ
Ａ
塾
」を

運
営
し
て
い
る
。

県
内
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
全
国
平

均
よ
り
も
約
３
歳
高
く
、
１
経
営
体
当
た
り
の
経
営
耕

地
面
積
は
全
国
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
で

小
規
模
な
農
業
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
平
成
２
２
年
度
か
ら

県
内
の
農
業
生
産
力
の
向
上
及
び
地
域
の
牽
引
役
と

な
れ
る
企
業
的
経
営
感
覚
に
富
む
農
業
経
営
体
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
人
材
養
成
塾
と
し
て

「
ひ
ょ
う
ご
農
業
Ｍ
Ｂ
Ａ
塾
」
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
の
機
構
改
革
に
よ
る
（
公
社
）
ひ
ょ
う
ご
農
林

機
構
発
足
を
契
機
に
現
在
の
運
営
体
制
と
な
っ
た
。

一
定
の
農
業
所
得
が
あ
る
厳
選
さ
れ
た
受
講
者

兵
庫
の
農
業
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
企
業
的
経
営
感

覚
に
富
ん
だ
経
営
改
善
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

農
業
経
営
者
を
育
成
す
る
た
め
受
講
者
を
厳
選
し
て
い
る
。

受
講
対
象
者
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
定
め
る
市

町
基
本
構
想
に
お
け
る
年
間
所
得
の
水
準
を
概
ね
達
成
し
て

い
る
５
５
歳
未
満
（法
人
構
成
員
で
な
い
場
合
）の
認
定
農
業

者
等
や
、
経
営
改
善
意
欲
が
あ
り
、
経
営
計
画
策
定
に
取
り

組
む
者
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
の
年

齢
制
限
は
な
い
が
、
代
表
者
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
に

限
定
し
て
お
り
、
一
般
社
員
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

受
講
申
し
込
み
の
時
に
は
、
各
市
町
に
設
置
し
て
い
る
地

域
農
業
再
生
（担
い
手
育
成
総
合
支
援
）協
議
会
に
申
込
書

を
提
出
先
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
申
込
者
が
受
講
対
象

者
と
し
て
先
述
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
地
域
農
業

再
生
協
議
会
が
確
認
し
、
主
催
者
へ
申
込
書
を
送
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
受
講
生
は
、
受
講
決
定
後
に
受
講
動
機

や
経
営
計
画
の
目
標
、
経
営
改
善
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
作

成
し
、
塾
開
講
日
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

講
義
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
講
義

時
間
は
１
科
目
９
０
分
で
１
日
に
２
か
ら
３
コ
マ
講
義
さ
れ
る
。

カリキュラムの概要

講義（10回）
農業情勢、経営計画作成（Ⅰ～Ⅲ）、経営方針、事業
戦略、経営者哲学、労務管理、財務管理、資金調達、
マーケティング、ブランディング、スマート農業
※第10回は経営計画発表・閉講式

現地個別訪問・指導（２回）
受講生を専門家が訪問し、経営の相談・助言、経営計
画の個別指導

現地視察（１回）
受講生の生産現場２カ所を視察し、相談や情報交換

受講生は、受講決定後に受講動機や経営計画の目標、経
営改善チェックリスト等を作成し、塾開講日に提出

こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
兵
庫
県
、
中
小
企
業
団
体
中

央
会
及
び
Ｊ
Ａ
兵
庫
中
央
会
な
ど
の
関
係
団
体
が
委
員
で
あ

る
検
討
委
員
会
で
毎
年
検
討
の
う
え
決
定
し
て
い
る
。
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計
画
作
成
に
関
し
て
同
じ
立
場
で
あ
る
他
の
受
講
生
と
意
見

交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
ヒ
ン
ト
を
入
手
し
て
い
る
。

講
義
に
は
経
営
計
画
策
定
の
手
順
、
自
社
の
将
来
像
の

明
確
化
や
将
来
の
経
営
計
画
作
成
と
並
行
し
て
、
自
社
の

経
営
状
況
カ
ル
テ
を
受
講
生
が
作
成
す
る
科
目
が
あ
る
。

こ
の
カ
ル
テ
は
、
直
近
年
の
収
支
の
状
況
、
作
目
別
の
生
産
量

と
売
上
高
、
経
営
の
状
況
や
相
談
内
容
を
記
載
す
る
も
の

で
、
ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

経
営
状
況
カ
ル
テ
作
成
の
過
程
で
出
て
き
た
問
題
点
や
課
題

に
つ
い
て
、
専
門
家
が
受
講
生
の
営
農
地
へ
訪
問
し
て
指
導

す
る
現
地
指
導
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

現
地
訪
問
は
、
受
講
生
の
生
産
現
場
を
２
回
の
講
義
で

２
か
所
を
、
全
受
講
生
で
訪
問
す
る
科
目
で
あ
る
。

発
表
会
は
、
経
営
計
画
の
発
表
を
１
人
１
０
分
と

し
、
質
疑
応
答
と
意
見
交
換
を
行
う
。
講
師
や
受
講
生

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
受
講
成
果
の
確
認

を
行
う
。
最
後
に
経
営
計
画
作
成
に
開
講
当
初
か
ら
の

科
目
を
担
当
さ
れ
て
い
た
講
師
２
名
か
ら
の
講
評
を

受
け
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。

経
営
計
画
の
発
表

現地訪問・指導の様子

経営計画発表の様子

普
及
指
導
員
を
中
心
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

Ｍ
Ｂ
Ａ
塾
の
修
了
生
は
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

が
指
導
す
る
対
象
者
と
な
っ
て
お
り
、
随
時
訪
問
し
て

経
営
の
状
況
を
確
認
し
、
新
た
な
課
題
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
普
及
指
導
員
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
修
了
生
の
Ｏ
Ｂ
会
組
織
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
計
画
の
課
題
に
応
じ
て
、
中
小
企
業
診
断
士
・社
会
保
険

労
務
士
・税
理
士
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
き
め
細
か
い
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。

MBA受講後の新たな取り組み
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雇用の確保

販路の拡大

経営規模の拡大

新品種導入・新商品開発

女性の活躍推進

その他

農業生産工程管理（ＧＡＰ）

ブランド化

法人化

６次産業化

農商工連携

ＭＢＡ塾受講生（平成22～30年度）へのアンケート調査
（29名回答）



さ
ら
に
、
今
後
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
課
題
へ
対
応
し
た
多
様
な
人
材
を

育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
公
的
団
体
が
取
り
組
む
場

合
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
ど

こ
に
重
点
を
置
き
、
直
接
支
援
で
き
な
い
経
営
体
を
ど

の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

と
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
就
農
相
談
、
農
業

体
験
、
就
農
準
備
、
就
農
と
一
連
の
就
農
ま
で
の
支
援

を
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
の
開

催
、
農
業
体
験
の
実
施
や
青
年
等
就
農
計
画
の
作
成
指

導
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仕
事
を
し
な
が
ら
農
業
に

興
味
が
あ
る
者
や
他
業
種
か
ら
転
職
で
就
農
し
た
い
方

に
対
し
て
、
就
農
す
る
た
め
の
知
識
・
生
産
技
術
を
指

導
す
る
基
礎
研
修
も
行
っ
て
お
り
、
農
業
生
産
力
確
保

に
注
力
し
て
い
る
。

農
業
経
営
人
材
の
育
成
と
課
題

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
者
は
、
環
境
の
変
化
へ
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
経
営
を
強
化
す
る

こ
と
に
加
え
、
社
会
貢
献
的
な
考
え
や
地
域
づ
く
り
の

視
点
を
持
つ
こ
と
で
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

が
大
事
に
な
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
育
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
人
材
の
育
成
を
す
る
た
め
に
は
、
伴
走
型

の
支
援
が
有
効
で
あ
る
た
め
、
伴
走
型
の
支
援
の
仕
組
み

の
強
化
や
支
援
で
き
る
人
材
の
育
成
強
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

就
農
か
ら
経
営
発
展
ま
で
希
望
者
に

応
じ
た
支
援
体
制

経
営
者
向
け
の
研
修
に
加
え
て
、
県
内
に
就
農
希
望

す
る
者
や
農
業
高
校
生
に
対
し
て
、
就
農
支
援
を
目
的

就農から担い手育成に係る支援施策体系
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公益社団法人ひょうご農林機構

所在地

代表者

設 立

売上高

従業員数

目指すこと

兵庫県神戸市中央区下山手通５‐７‐１８

理事長 寺尾 俊弘

２０２１年３月（創業：１９５３年８月）

非公開

役員６名、正社員６４名、常勤パート９１名

元気な農山村 豊かな森 持続可能な地域づくり

農村地域づくり・農業の担い手育成、農地の
有効活用の推進、農業委員会への支援、持続
可能な森林経営の実施、森林整備事業の推進

事業内容



農
林
水
産
省

令
和
５
年
度
経
営
発
展
・
就
農
促
進
委
託
事
業

(

受
託
者
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
プ
ロ
農
業
総
合
支
援
機
構)


